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No.No. 5050 八東川に架かる安部橋（日下部地内）下流の桜が満開を八東川に架かる安部橋（日下部地内）下流の桜が満開を
迎えました。園外保育で、桜並木を散歩していた園児迎えました。園外保育で、桜並木を散歩していた園児
たちは、満開の桜と心地よい川のせせらぎで“春”を感たちは、満開の桜と心地よい川のせせらぎで“春”を感
じていました。じていました。
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■■平平成成2211年年度度施施政政方方針針（（要要旨旨））

■■案案山山子子でで観観光光モモデデルルのの創創出出へへ

■■公公有有民民営営化化方方式式のの認認定定
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新
町
ス
タ
ー
ト
か
ら
丸
４
年
を
経
過

し
、
５
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
を
始
め
、
直
面
す
る

行
政
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
時
代
こ
そ
、
町
民
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
民
間
と
行
政
の
関

わ
り
方
、
町
民
負
担
の
あ
り
方
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
を
話

し
合
い
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
つ

つ
、
着
実
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
施
政
方
針
と
３
月
議
会
定

21

例
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
編
成
方
針
の
概

要
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【【【【【【【【【【【【
八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町
のののののののののののの
行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政
指指指指指指指指指指指指
針針針針針針針針針針針針
】】】】】】】】】】】】

　
【
八
頭
町
の
行
政
指
針
】

　

歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出
規
模
に
体

質
改
善
を
図
る
こ
と
が
引
き
続
き
の
課
題

で
あ
る
中
で
、
合
併
に
伴
う
地
方
交
付
税

の
特
例
加
算
が
終
了
す
る
平
成　

年
度
ま

26

で
に
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

を
、
町
民
皆
様
の
理
解
を
得
て
早
急
に
確

立
し
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
徹
底
し

た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
歳

出
の
さ
ら
な
る
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る

抑
制
と
、
事
業
の
重
点
実
施
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
面
で
も
、
町
民
負
担
等
の
見
直
し

を
含
め
、
自
主
財
源
に
つ
い
て
積
極
的
な

確
保
策
を
講
じ
る
な
ど
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
行
政
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成　
21

年
度
の
行
政
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、

総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
夢
と
生

き
が
い
の
あ
る
ま
ち
」・「
自
然
と
調
和
し

た
ま
ち
」・「
ふ
れ
あ
い
の
広
が
る
ま
ち
」・

「
活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
行

の
具
体
化
に
取
り
組
み
、
町
民
全
体
の
福

祉
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【【【【【【【【【【【【
平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成

【
平
成　

年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度
予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算
編編編編編編編編編編編編
成成成成成成成成成成成成
方方方方方方方方方方方方
針針針針針針針針針針針針
】】】】】】】】】】】】

年
度
予
算
編
成
方
針
】

22222222222211111111111121

　

平
成　

年
度
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、

21

地
方
交
付
税
は
、
地
方
再
生
対
策
費
、
地

域
雇
用
創
出
推
進
費
の
創
設
に
よ
り
微
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
を

臨
時
財
政
対
策
債
の
大
幅
な
増
に
よ
り
、

補
て
ん
す
る
な
ど
地
方
交
付
税
の
充
実
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
税
収
入
は
法
人
、
個
人
と
も
危
機
的

な
景
気
の
後
退
に
よ
る
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
事
業
内
容
全
般
を
精

査
し
、
事
業
の
優
先
順
位
を
検
討
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
諸

施
策
の
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。
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町
民
意
見
公
募
手
続
条
例
の
制
定
に
よ

り
、
町
民
皆
様
に
か
か
わ
り
の
深
い
事
業

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
ご
意
見
を
伺
う
こ

と
を
制
度
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
住
民
自
治
を
進
め
る
た
め
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
問
題
を
早
期
解
決
す
る
こ

と
は
行
政
の
責
務
で
す
。
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
図

り
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
各
種
人
権
・
同
和
教
育
の
諸
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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子
育
て
支
援
と
し
て
保
育
料
の
軽
減
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
延
長
保
育
及
び
土

曜
日
の
午
後
保
育
、
ま
た
夏
休
み
中
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
な
ど
、
保
護
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
妊
婦
検
診
の
公
費
負
担
を

拡
大
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
出
産
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
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体
と
な
っ
た
活
動
で
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
町
営
化
に
向
け
、
町
の

公
共
交
通
体
系
を
再
構
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
町
内
の
生
活
環
境
保
全

の
た
め
、
本
年
４
月
「
八
頭
町
美
し
い
町

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
、
学
校
、
保
護
者
が
連
携

し
て
年
々
定
着
し
て
き
ま
し
た
「
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
」
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
し
ま

す
。

　

９
月
１
日
の
「
八
頭
町
防
災
の
日
」
に

は
、
防
災
意
識
の
浸
透
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
民
生
委
員
さ
ん
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
災
害
時
要
援
護
者
登
録
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
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学
校
教
育
の
充
実
を
よ
り
一
層
図
る
た

め
、　

人
学
級
の
実
施
や
、
複
式
学
級
解

30

消
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
関
係
の
早
期

耐
震
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
適
正
配
置
審
議
会
か
ら
い

た
だ
い
た
答
申
を
検
討
、
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
に
よ
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
芸
術
・
文
化
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を

充
実
さ
せ
、
心
豊
か
な
感
性
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
伝
承
行
事
や
、
文
化
財

の
保
護
、
保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
、
町
の
魅
力
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援
事
業
な
ど
に
よ
る
農

林
業
の
振
興
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
で
、
農
地
、
農
業
施
設
等
の

資
源
の
保
全
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
作
業
道
の
整
備
事
業
、
竹
林
整
備
事

業
、
間
伐
搬
出
促
進
事
業
を
推
進
し
、
森

林
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
、
観
光
協
会
と
連
携
し

て
郡
家
駅
前
活
性
化
を
は
じ
め
と
す
る
振

興
策
を
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
商
工
業

融
資
事
業
を
行
い
、
事
業
者
の
方
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
５
回
「
き
ら
め

き
祭
」、
第
４
回
「
森
下
広
一
杯
マ
ラ
ソ

ン
」
を
よ
り
充
実
、
発
展
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
新
設
し
ま
し
た
八
頭
町
関
西
事
務
所

を
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
、
二
〇
〇
九
鳥

取
・
因
幡
の
祭
典
を
好
機
に
、
県
内
外
に

八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
特
産
品
の
販
路
開
拓
、
情
報
発

信
、
人
材
交
流
な
ど
国
内
交
流
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
韓
国 
横  
城 

フ
ェ
ン 
ソ
ン

郡
と
子
ど
も
相
互
交
流
、
職
員
の
相
互
派

遣
を
行
い
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
に
成
立
し
た
財
政
健
全
化

19

法
に
よ
り
、
規
律
あ
る
効
率
的
な
行
財
政

運
営
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
自
主
財
源
が
少
な
く
地
方
交
付
税

に
財
源
の
多
く
を
依
存
す
る
本
町
は
、
財

政
面
に
お
い
て
、
国
の
動
向
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
先
に
お
い
て
も
、
普
通
交
付
税
の

合
併
特
例
算
定
が
終
了
す
る
年
次
ま
で

に
、
将
来
の
歳
入
規
模
を
見
越
し
た
歳
出

規
模
へ
の
縮
小
が
必
要
で
す
。

　

財
政
状
況
、
財
政
見
込
み
を
町
民
各
位

に
率
直
に
情
報
提
供
し
な
が
ら
、
行
政
改

革
大
綱
に
よ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実

に
実
施
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
、
健
全

財
政
の
構
築
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
各
位
の
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
平
成　

年
度
の
施
政
方

21

針
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
八
頭
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
の
後
期
計
画
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
充
実
策
と
し
て
、
引
き
続

き
、
敬
老
会
、
金
婚
記
念
祝
賀
式
の
実
施
、

後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度
、
第
４

期
の
１
年
目
と
な
る
介
護
保
険
で
は
、
介

護
予
防
の
充
実
に
力
を
入
れ
、
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

環
境
の
多
様
化
に
配
慮
し
、
町
民
の
健
康

維
持
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
法
人
と
な
っ
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
と
社
会
参
加
の
充
実
を

図
る
た
め
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
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船
岡
・
八
東
地
域
の
防
災
行
政
無
線
の

更
新
、
全
町
一
斉
放
送
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
、
防
災
の
要
と

い
た
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
の
具
体
的
方
向
に
つ
い

て
は
、
昨
年　

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

10

ト
調
査
の
結
果
を
参
考
に
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
よ
り
上
下
分
離
方
式
で
の
運
行
と

な
っ
た
若
桜
鉄
道
は
、「
乗
っ
て
残
そ
う
」

を
合
言
葉
に
、
町
民
、
行
政
、
鉄
道
が
一
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兵
庫
県
姫
路
市
出
身
の 
岡  
上  
正  
人 
さ

お
か 
う
え 
ま
さ 

と

ん
が
、
素
朴
な
た
た
ず
ま
い
の 
案  
山  
子 
を

か 

か 

し

作
成
し
、
若
桜
鉄
道
の
駅
舎
や
沿
線
に
配

置
し
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
若
桜
鉄
道
を
舞
台
に
、 
案  
山 

か 

か

 
子 
に
よ
る
「
遊
び
心
」
を
演
出
し
た
テ
ー

しマ
パ
ー
ク
「
ふ
る
さ
と
鉄
道
」
を
構
築
し
、

案案案案案案案案案案案案案
山山山山山山山山山山山山山
子子子子子子子子子子子子子
ととととととととととととと
ののののののののののののの
出出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会会
いいいいいいいいいいいいい
ははははははははははははは
？？？？？？？？？？？？？

か 

か 

し

　

昨
年
の
春
ま
で
徳
島
県
内
で
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
三
好
市 
東  
祖  
谷 
を
訪
れ
た
時
、

ひ
が
し 
い 

や

畑
で
野
良
仕
事
を
し
て
い
る
姿
の 
案  
山  
子 

か 

か 

し

を
見
て
本
当
の
人
間
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

何
度
か
こ
の
地
を
訪
ね
て
い
る
内
に
、

こ
の 
案  
山  
子 
を
作
っ
て
い
る
女
性
と
懇
意

か 

か 

し

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
女
性
は
、「
は
じ
め
は
鳥
追
い
の

た
め
に
人
形
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
と
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
口
コ

ミ
で
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の 
案  
山  
子 
で
、
山
里
の
活
性
化
を
図

か 

か 

し

ろ
う
と
、
地
元
住
民
・
徳
島
県
・
三
好
市

が
一
体
と
な
っ
た
「
徳
島
か
か
し
の
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ 
案  
山  
子 
の
設

か 

か 

し

置
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

若
桜
鉄
道
の
魅
力
を
活
か
し
た
新
し
い
観

光
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

現
在
、
若
桜
駅
に
７
体
、
丹
比
・
八
東
・

安
部
・
隼
・
船
岡
駅
に　

体
の
合
計　

体

14

21

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
上
さ
ん
に 
案  
山  
子 
に
よ
る
地
域
の
活

か 

か 

し

性
化
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
こ
の
女
性
か
ら 
案  
山  
子 
の

か 

か 

し

作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
定
期
観
光
バ
ス
も
訪
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ななななななななななななな
ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ
、、、、、、、、、、、、、
若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道道道道
ををををををををををををを
？？？？？？？？？？？？？

　

昨
年
の
春
、
異
動
に
よ
り
鳥
取
市
に
転

勤
し
て
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
鳥
取
県
内
で
「 
案  
山  
子 
の
里
」

か 

か 

し

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
は
な

い
か
、
県
内
の
各
所
を
く
ま
な
く
巡
っ
た

結
果
、
若
桜
鉄
道
の
昔
懐
か
し
い
駅
舎
に

心
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た

若
桜
鉄
道
を
舞
台
に
、
遠
い
故
郷
を
思
い

�������������	
������������
�����

���������
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案案案案案案案案案案案案案
山山山山山山山山山山山山山
子子子子子子子子子子子子子
づづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりり
ははははははははははははは
どどどどどどどどどどどどど
こここここここここここここ
ででででででででででででで
？？？？？？？？？？？？？

か 

か 

し

　

赴
任
地
の
鳥
取
に
作
業
す
る
場
所
が
な

い
の
で
、
週
末
に
実
家
の
あ
る
姫
路
で

作
っ
て
い
ま
す
。

　
 
案  
山  
子 
は
、
遠
い
故
郷
を
イ
メ
ー
ジ
さ

か 

か 

し

せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
メ
ー
ジ
を
統
一
す
る
た
め
、
す
べ
て
自

分
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
 
案  
山  
子 
の
顔
は
、
綿
の
入
れ
加
減
、
糸

か 

か 

し

の
引
っ
張
り
具
合
、
目
・
鼻
・
口
の
位
置

や
形
で
表
情
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
。

顔
の
表
情
で
イ
メ
ー
ジ
が
決
ま
る
た
め
今

で
も
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
す
。

案案案案案案案案案案案案案
山山山山山山山山山山山山山
子子子子子子子子子子子子子
ででででででででででででで
地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域
ののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性性性性
化化化化化化化化化化化化化
�������������

か 

か 

し

　

若
桜
線
の
沿
線
に 
案  
山  
子 
を
設
置
し
、

か 

か 

し

列
車
の
中
か
ら
、
保
線
作
業
や
農
作
業
を

し
て
い
る 
案  
山  
子 
が
見
え
る
よ
う
に
し
た

か 

か 

し

り
、
列
車
内
に
愛
嬌
を
振
り
ま
く
姿
の 
案 か

 
山  
子 
を
乗
車
さ
せ
る
な
ど
の
企
画
も
行
な

か 

し

い
、
県
外
へ
の
観
光
P
R
に
も
力
を
入

れ
、
車
内
が
観
光
客
等
で
賑
わ
う
よ
う
に

な
り
、
少
し
で
も
若
桜
鉄
道
に
協
力
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、 
案 か

 
山  
子 
祭
り
、 
案  
山  
子 
イ
ベ
ン
ト
列
車
、

か 

し 

か 

か 

し

 
案 か

 
山  
子 
作
り
教
室
等
を
開
催
し
、
地
域
の
活

か 

し

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

起
こ
さ
せ
る
姿
、
形
を
し
た 
案  
山  
子 
を
配

か 

か 

し

置
し
、
鉄
道
と
そ
こ
に
た
た
ず
む 
案  
山  
子 

か 

か 

し

に
よ
る「
ふ
る
さ
と
鉄
道
」の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
を
造
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
、
若
桜
鉄
道
に
、
こ
の
構
想

の
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
同
し
て
い

た
だ
き
、
一
月
中
旬
に
若
桜
駅
に
設
置
し

は
じ
め
て
か
ら
、
現
在
、
６
駅
の
設
置
が

完
了
し
ま
し
た
。

�� �

� � �
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(*1)鉄道事業再構築実施計画
　鉄道事業再構築事業と
は、鉄道事業の継続が困難
となり、又は困難となる恐
れがあると認められる鉄道
事業者が、経営の改善を図
るとともに、市町村等の支
援を受けつつ、事業構造の
変更を行うことにより、そ
の路線における輸送の維持
を図るための事業です。
　地域公共交通活性化法に
基づく特定事業の一つであ
り、この実施計画は鉄道事
業再構築事業の実施につい
て定めた計画です。
（*2）「公有民営化」方式
　「公有民営化」方式とは、
自治体が鉄道施設及び鉄道
用地（「下」部分）の譲渡を
受け、自ら第三種鉄道事業
者となり、運行事業者（第二
種鉄道事業者）に「下」部
分を無償で貸し付ける方式
です。
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　八頭町、若桜町及び若桜鉄道（株）が共同で、国土交通省に申請して
いた鉄道事業再構築実施計画（*１）が平成21年３月13日付けで認定
され、国土交通省の石津中国運輸局長から認定書が手交されました。
　「公有民営化」方式（*２）が認定されるのは、全国で初めてです。
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上上上上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下下下下
分分分分分分分分分分分分分分分分
離離離離離離離離離離離離離離離離
移移移移移移移移移移移移移移移移
行行行行行行行行行行行行行行行行
でででででででででででででででで

  
上
下
分
離
移
行
で

 
����������������
����������������
�
� 
若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道道道道道道道
のののののののののののののののの
再再再再再再再再再再再再再再再再
出出出出出出出出出出出出出出出出
発発発発発発発発発発発発発発発発

若
桜
鉄
道
の
再
出
発  

　

４
月
１
日
、
公
有
民
営
（
上
下
分
離
）

方
式
に
よ
り
、
若
桜
鉄
道
は
再
出
発
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
平
井
鳥
取
県
知
事
を
は
じ

め
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
若
桜
駅
前
で

上
下
分
離
移
行
記
念
式
典
を
開
催
し
、
若

桜
鉄
道
（
株
）
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
若
桜
駅
の
ホ
ー
ム
で
、
列
車

の
出
発
式
が
行
わ
れ
、
運
転
士
と
車
掌
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
上
下
分
離
移
行
を
記
念

し
た
列
車
の
出
発
を
見
届
け
ま
し
た
。

���������	
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＊
経
営
状
況
の
悪
化

　

若
桜
鉄
道
（
株
）
は
、
旧
国
鉄
の
特
定

地
方
交
通
線
を
引
き
継
い
で
昭
和　

年
に

62

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
地
域
住
民
の
重
要
な
交
通
手
段

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や

少
子
化
に
よ
り
利
用
者
の
減
少
が
続
い
て

お
り
、
経
営
状
況
は
悪
化
、
開
業
時
に
積

み
立
て
を
し
、
年
々
の
赤
字
補
て
ん
等
に

充
当
し
て
き
た
運
営
助
成
基
金
が
平
成　
20

年
度
末
に
は
枯
渇
す
る
と
見
込
ま
れ
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

＊
経
営
改
善
方
策
の
検
討

　

こ
の
た
め
八
頭
町
と
若
桜
町
は
、
平
成

　

年
７
月
に
法
定
協
議
会
を
設
置
し
て
、

20同
線
の
経
営
改
善
方
策
の
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画

は
、
同
協
議
会
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
策
定
を

経
て
作
成
・
申
請
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
内
容
は
、
八
頭
町
と
若
桜
町
が

若
桜
鉄
道
（
株
）
か
ら
鉄
道
施
設
・
用
地

を
取
得
、
保
有
し
、
若
桜
鉄
道
（
株
）
に

無
償
で
使
用
さ
せ
る
「
公
有
民
営
化
」
方

式
（
上
下
分
離
に
よ
る
事
業
構
造
の
変
更
）

と
、
地
域
の
関
係
者
が
実
施
す
る
利
用
促

進
策
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
収
益
の
改
善
に
向
け
て

　

今
回
の
計
画
の
実
施
に
よ
り
、
鉄
道
施

設
・
用
地
の
保
有
に
伴
う
費
用
の
負
担
が

外
部
化
さ
れ
る
若
桜
鉄
道
（
株
）
は
、
地

域
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
把

握
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
収
益
の

改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
・
関
係
自
治
体
及
び
住
民

な
ど
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
効
果

的
な
利
用
促
進
策
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
を

通
じ
て
計
画
期
間
（　

年
間
）
中
に
安
全
運

10

行
と
安
定
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

＊
国
及
び
県
か
ら
の
支
援

　

ま
た
、
第
３
種
鉄
道
事
業
者
と
な
る
若

桜
町
・
八
頭
町
が
行
う
鉄
道
施
設
の
維
持

修
繕
・
更
新
に
対
し
て
は
、
国
及
び
県
か

ら
支
援
が
あ
り
ま
す
の
で
、
負
担
の
軽
減

が
図
ら
れ
ま
す
。
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統統統統統統統統統統統統統統統統
括括括括括括括括括括括括括括括括
団団団団団団団団団団団団団団団団
長長長長長長長長長長長長長長長長
にににににににににににににににに
林林林林林林林林林林林林林林林林

郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
家家家家家家家家家家家家家家家家
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
団団団団団団団団団団団団団団団団
長長長長長長長長長長長長長長長長

統
括
団
長
に 
林  
郡
家
地
区
団
長
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�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
林
憲
三
氏
が
、
ま
た
、
船
岡
地
区
の
団

長
に
福
本
道
孝
氏
、
八
東
地
区
の
団
長
に

小
林
道
和
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
そ

の
他
分
団
長
以
上
の
階
級
の
方
は
別
表
の

と
お
り
。
敬
称
略
。）

　

式
で
は
、
平
木
町
長
及
び
来
賓
の
松
田

八
頭
町
議
会
議
長
、
片
山
郡
家
警
察
署

長
、
小
林
八
頭
消
防
署
長
か
ら
の
激
励
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
団
員
に
対
し
、
林
統
括

団
長
が
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
は
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
、
防
火
指
導
や
、
火
災

発
生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
な
ど
、
災
害

に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
尽
力
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
各
種
の
災
害
対
策
な

ど
、
今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

八
頭
町
消
防
団
役
員
名
簿 

　
 

 
�
�
�  
�
�
� （
分
団
長
以
上
）

全域郡家地区船岡地区八東地区

階　

級

統
括
団
長

役
場
分
団
長

女
性
消
防
隊
長

団　

長

副
団
長

第
１
分
団
長

第
２
分
団
長

第
３
分
団
長

団　

長

副
団
長

第
１
分
団
長

第
２
分
団
長

団　

長

副
団
長

副
団
長

第
１
分
団
長

第
２
分
団
長

第
３
分
団
長

氏　

名

林　
　

憲
三

中
浦　

弘
隆

竹
内
ゆ
づ
る

林　
　

憲
三

安
藤　

博
昭

竹
村　

修
治

森
田　

俊
之

山
口　

逸
郎

福
本　

道
孝

佐
々
木
憲
治

徳
田　

秀
行

花
原　

義
徳

小
林　

道
和

中
村　

信
行

花
木　

和
男

花
木
陽
一
郎

森
脇　

祐
治

田
中　

公
憲

平成21年４月１日付課　長　級
（総務課課長補佐）矢部　雅彦・関西事務所所長

・船岡支所支所長 兼 船岡支所産業建設課課長 
（船岡支所支所長）山根　貴和

・八東支所支所長 兼 八東支所産業建設課課長
（八東支所産業建設課課長）西川　孝行

・企画人権課課長 兼 情報政策室室長 兼  若桜鉄道新体制移行準備室室長
（八東支所支所長 兼 若桜鉄道新体制移行準備室室長）薮田　邦彦
（船岡支所産業建設課課長）岡本　秀雄・八東保健センター所長
（八東支所住民課課長補佐）橋本　咲枝・八東学校給食共同調理場所長
（中私都保育所所長補佐）竹内　郁子・中私都保育所所長
（たから保育所所長補佐）漆原美喜子・下私都保育所所長
（中私都保育所所長）岡垣　満枝・郡家保育所所長
（隼保育所所長）山根　睦子・国中保育所所長
（郡家保育所所長補佐）山辺　明美・大御門保育所所長

・船岡保育所所長 兼 大江へき地保育所所長
（隼保育所所長補佐）山根　順子
（大江へき地保育所所長補佐）小嶋　智子・隼保育所所長
（八東保育所所長補佐）大平さよ子・八東保育所所長

平成21年４月１日付課長補佐級
（船岡保健センター所長補佐）橋本　　隆・福祉環境課課長補佐
（福祉課課長補佐）森下　　一・船岡支所住民課課長補佐
（保健課係長）下田貴美子・保健課課長補佐
（八東公民館館長補佐）坂本　美幸・八東保健センター所長補佐
（郡家保育所所長補佐）椋田美枝子・中私都保育所所長補佐
（船岡保育所所長補佐）山田真由美・下私都保育所所長補佐
（下私都保育所所長補佐）岡本　和美・郡家保育所所長補佐
（丹比保育所所長補佐）西川　直子・船岡保育所所長補佐
（安部保育所所長補佐）今嶋　幸恵・隼保育所所長補佐
（船岡保育所所長補佐）鎌谷　恵子・八東保育所所長補佐
（八東保育所所長補佐）山下小枝子・安部保育所所長補佐

平成21年４月７日付派　　遣
田中　健滋・韓国横城郡（総務課付）

平成21年３月31日付退　　職 
（企画人権課課長 兼 情報政策室室長）・白岩　和典
（八東保健センター所長）・小林　道和
（八東学校給食共同調理場所長）・上田　　理
（下私都保育所所長）・田中　　恵
（郡家保育所所長）・露木　知恵
（国中保育所所長）・澤田知津子
（大御門保育所所長）・杉本　和代
（船岡保育所所長 兼 大江へき地保育所所長）・福田久美子
（八東保育所所長）・高橋　淑子
（総務課課長補佐）・橋本正太郎
（出納室室長補佐）・山根　広枝
（税務課課長補佐）・尾崎　久恵
（地籍調査課課長補佐）・保木本義博
（総務課付船岡学校給食共同調理場現業主幹）・山根　　登

・鳥取県教育委員会へ　加藤浩志（教育課指導主事）

平成21年４月１日付新規採用
北村　妃徒美主　事・税務課
秋山　穂高〃・地籍調査課
岸本　直子保育士・下私都保育所
門村　純一〃・船岡保育所
森木　良太〃・八東保育所
富士原はるか 〃・たから保育所
細田　真奈美〃・郡家保育所
谷口　達哉指導主事・教育課
（鳥取県教育委員会から）

（紙面の都合により、係長以下の異動は省略しています。）

　

４
月
１
日

（
水
）、八
頭
町

役
場
で
、
八
頭

町
消
防
団
員
の

任
期
満
了
に
伴

う
任
命
式
を
開

催
し
、
分
団
長

以
上
の
消
防
団

員
が
出
席
し
、

１
２
３
名
の
消

防
団
員
が
任
命

を
受
け
ま
し

た
。

　

統
括
団
長
兼

郡
家
地
区
団
長

����������������������
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

　

－

０
２
０
５

76
　

－

０
０
４
４

72
　

－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

地球温暖化地球温暖化ってなに？ってなに？

地地地地地地地地地地地地地地地地
球球球球球球球球球球球球球球球球
温温温温温温温温温温温温温温温温
暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖
化化化化化化化化化化化化化化化化
のののののののののののののののの
しししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくく
みみみみみみみみみみみみみみみみ
はははははははははははははははは
？？？？？？？？？？？？？？？？

 
地
球
温
暖
化
の
し
く
み
は
？

　　

通
常
、
地
球
で
は
、
太
陽
か
ら
届
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
釣
り
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

宇
宙
へ
向
け
て
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
面
温
度
約
６
０
０
０
度
の
太
陽
か
ら

届
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
主
に
可
視
光
（
目
に

見
え
る
光
）
で
届
き
、
地
球
の
大
気
は
ほ

ぼ
透
過
し
ま
す
。

　

一
方
、
表
面
温
度
約　

度
の
地
球
か
ら

27

は
目
に
見
え
な
い
赤
外
線
と
い
う
波
長
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
物
質
は
こ
の
赤
外
線
を

吸
収
し
、
一
部
を
地
球
側
へ
跳
ね
返
す
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
用
が
温
室
に
似
て
い
る
た
め
、

「
温
室
効
果
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
効
果
を
も

た
ら
す
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
ガ
ス
を
「
温

室
効
果
ガ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
球
の
平
均
気
温
は　

度
前
後

14

で
す
が
、
も
し
大
気
中
に
水
蒸
気
、
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
な
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス　

度
く
ら
い
に

19

な
り
ま
す
。

　

太
陽
か
ら
地
球
に
降
り
注
ぐ
光
は
、
地

球
の
大
気
を
素
通
り
し
て
地
面
を
暖
め
、

そ
の
地
表
か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
を
温
室
効

果
ガ
ス
が
吸
収
し
大
気
を
暖
め
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

近
年
、
産
業
活
動
が
活
発
に
な
り
、
二

酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
さ
ら
に
は
フ
ロ
ン

  
福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

　

－

０
２
０
５

76
　

－

０
０
４
４

72
　

－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

�� 地球温暖化対策１
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命
以
降
、
化
石
燃
料
の
使
用
が
増
え
、
そ

の
結
果
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ここここここここここここここここ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
地地地地地地地地地地地地地地地地
球球球球球球球球球球球球球球球球
のののののののののののののののの
気気気気気気気気気気気気気気気気
温温温温温温温温温温温温温温温温
はははははははははははははははは
？？？？？？？？？？？？？？？？

　

こ
れ
か
ら
地
球
の
気
温
は
？

　

1
9
0
6
〜
2
0
0
5
年
の
傾
向
で

は
、
地
球
の
平
均
気
温
は
1
0
0
年
当
た

り　

度
上
昇
し
ま
し
た
。

0.74

　

特
に
過
去　

年
の
気
温
の
上
昇
は
、
自

50

然
の
変
動
で
は
な
く
、
人
類
が
引
き
起
こ

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
上
昇
の

結
果
、
2
1
0
0
年
の
気
温
は
1
9
9
0

年
か
ら
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
※
1
）
の
第
４
次
評
価
報

告
書
（
2
0
0
7
）
に
よ
る
と
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
が
最
も
少
な
く
抑
え
ら

れ
た
場
合
で
も
平
均　

度
（
予
測
の
幅
は

1.8

　

〜　

度
）
の
上
昇
、
最
も
多
い
場
合
は

1.1

2.9

　

度
（
予
測
の
幅
は　

〜　

度
）
の
上
昇

4.0

2.4

6.4

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
のののののののののののののののの
平平平平平平平平平平平平平平平平
均均均均均均均均均均均均均均均均
気気気気気気気気気気気気気気気気
温温温温温温温温温温温温温温温温
のののののののののののののののの
変変変変変変変変変変変変変変変変
化化化化化化化化化化化化化化化化

　

日
本
の
平
均
気
温
の
変
化

　

日
本
の
平
均
気
温
は
、　

世
紀
の
1
0

20

0
年
間
で
約　

度
上
昇
し
ま
し
た
（
左

1.0

図
）。
こ
れ
は
、
世
界
全
体
の
気
温
が
約

　

度
し
か
上
昇
し
て
い
な
い
の
に
比
べ
て

0.6２
倍
近
い
大
き
な
数
字
で
す
。

　

日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
のののののののののののののののの
異異異異異異異異異異異異異異異異
常常常常常常常常常常常常常常常常
気気気気気気気気気気気気気気気気
象象象象象象象象象象象象象象象象
のののののののののののののののの
傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾
向向向向向向向向向向向向向向向向

本
の
異
常
気
象
の
傾
向

　

気
象
庁
に
よ
れ
ば
、
平
均
的
な
気
温
の

上
昇
に
加
え
て
、
近
年
、
平
年
に
比
べ
て

極
端
に
気
温
の
高
い
異
常
高
温
の
発
生
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
反
対
に
極
端
に
気

温
の
低
い
異
常
低
温
の
発
生
数
は
、
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
少
雨
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
夏
の
気
温
が
特
に
暑
い
年

と
そ
う
で
な
い
年
と
の
変
動
幅
の
拡
大
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
の
降
水
量
の
年
平
均
値
は
、

こ
の
1
0
0
年
間
で　

％
減
少
す
る
傾
向

6.6

に
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
の
降
水
量
は　
21.2

％
、
秋
も　

％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

12.6

傾
向
は
、
東
日
本
と
南
西
諸
島
で
顕
著
に

現
れ
て
い
ま
す
。
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鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
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鳥
取
地
方
気
象
台
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
観
測
年
と
そ
の
前
後
２
年
間
を
含

め
た
５
年
間
の
平
均
気
温
は
、
１
９
４
５

年
が　

度
、
２
０
０
６
年
が　

度
と
な

13.7

15.2

り
、　

年
間
で　

度
上
昇
し
て
い
ま
す
。

60

1.5

(＊１)ＩＰＣＣ
(気候変動に関する政府間パネル）
UNEP（国連環境計画）とWMO（世界
気象機関）によって1988年11月に設置
された、各国の研究者が政府の資格で
参加して地球温暖化問題について議論
を行なう公式の場。地球温暖化に関す
る最新の自然科学的および社会科学的
知見をまとめ、地球温暖化対策に科学
的基礎を与えることを目的としている。
ほぼ５～６年おきに世界中の約1,000
人の科学者・専門家が参加・検討して
「評価報告書」をまとめ、信頼できる科
学的な知識を提供している。

出典）IPCC第４次評価報告書2007
※2000年までの過去の観測部分は北半
球でのデータ
　1961～1990年の平均値を0.0度とする
　太線は計測機器によるデータ
　細線は複数の気候代替データを元に復
元した12の研究データ
※2000年以降の予測部分は全球におけ
る予測データ
　1980～1999年の平均値を0.0度とする

�棒グラフは、国内17地点での年平均気
温の平年差(平年値との差)を平均した
ものを示す。
�曲線は、平年差の5年移動平均を示し、
直線は平年差の長期的傾向を直線とし
て表示したものである。
＊なお、平年値とは30年間の平均値であ
り10年ごとに更新されるので、現在で
あれば1976年から2005年までの平均
値である。

類
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
量
に
排
出

さ
れ
て
大
気
中
の
濃
度
が
高
ま
り
熱
の
吸

収
が
増
え
た
結
果
、
気
温
が
上
昇
し
始
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
で
す
。

温温温温温温温温温温温温温温温温
室室室室室室室室室室室室室室室室
効効効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果果果
ガガガガガガガガガガガガガガガガ
スススススススススススススススス

　

温
室
効
果
ガ
ス

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
ガ

ス
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か

で
も
二
酸
化
炭
素
は
も
っ
と
も
温
暖
化
へ

の
影
響
度
が
大
き
い
ガ
ス
で
す
。
産
業
革
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風
薫
る
５
月
と
な
り
ま
し
た
。
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
運
動
を
始
め
る
に
は
絶
好

の
季
節
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
運
動
教
室
と
し

て
「
水
中
運
動
教
室
」「
さ
わ
や
か
体
操
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
運

動
教
室
「
い
き
い
き
元
気
倶
楽
部
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
運
動
教
室
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
教
室
開
催
日
に
運
動
の
で
き

る
服
装
で
各
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
水
中
運
動
教
室

　

こ
の
教
室
は
「
水
の
中
で
歩
く
・
体
操

す
る
」
こ
と
が
中
心
で
、
泳
げ
な
い
方
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

水
中
で
の
運
動
は
陸
上
の
運
動
に
比

べ
、
浮
力
・
水
圧
な
ど
の
水
中
効
果
が
あ

り
、
足
腰
の
不
自
由
な
方
、
腰
痛
・
膝
痛

な
ど
が
あ
る
方
で
も
安
全
に
楽
し
く
気
軽

に
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

好
評
に
よ
り
今
年
度
か
ら
回
数
が
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
木
曜
日
に
加
え
、

月
曜
日
に
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
水

中
運
動
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
わ
や
か
体
操
教
室

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
室
内
体
操

教
室
で
す
。
運
動
を
始
め
た
い
が
な
か
な

か
き
っ
か
け
が
な
い
と
い
う
方
、
こ
れ
を

機
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

で
一
緒
に
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
い
き
い
き
元
気
倶
楽
部

　

今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
�

　

初
回
に
運
動
指
導
の
先
生
が
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
を

使
っ
た
個
別
運
動
計
画
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
そ
っ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
計
画

作
成
後
は
、
都
合
の
い
い
時
間
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

教
室
に
出
た
い
が
日
程
が
合
わ
な
い
、

ま
た
は
、
教
室
で
は
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
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�
�

で
運
動
を
し
た
い
と
い
う
方
、
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
・
日
程
等
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

いきいき元気倶楽部（個別）さわやか体操教室（集団）水中運動教室（集団）

火曜日　月１回
　　　　14:00～15:00

水曜日　月１～２回
　　　　10:45～11:45

月曜日　14:00～14:45
木曜日　10:45～11:30開催日時

八東保健センター
　

郡家保健センター
船岡保健センター

八東保健センター
 (温水プール)場　　所

室内用運動靴、タオル、
水分補給用飲料

室内用運動靴、タオル、
水分補給用飲料

水着、水泳帽、タオル、水分補
給用飲料、利用料（1回200円）持　ち　物

エアロバイク、ルームラン
ナーなどを使った室内運動

ウォーキング、リズム体操
などの室内体操水中ウォーキングなどの水中運動内　　容

�������

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保八東保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーー健センター
ププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルのののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利  プールの利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて用について】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】
教室開催中以外は一般に開放して

います。

ご利用ください。

曜　日：月～金曜日

　　　　(祝日、盆、年末年始を除く)

時　間：9:30～16:00

利用料(町内)：大　人200円

 ������ 子ども100円         

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののののののの【八東保健センターの
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムラララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククククククのののののののののののののののののののの  ルームランナー・エアロバイクの
 ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ 利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】 利用について】
教室開催中以外は一般に開放しています。

運動計画作成後にご利用ください。
� ���������������������������

曜　日：月～金曜日（祝日、盆、年末年始を除く)

時　間：9:30～16:00

※初めて来られる方は必ず運動指導の先生が来

所される火曜日におこしください。



　八頭町では、妊婦のみなさんが、安心して
子どもを出産できる環境を整えるため、平成
21年４月から妊婦健診の助成回数を拡大し
ました。
　妊娠したとわかったら、早めに最寄りの保
健センターに届け出を行い、妊婦健診受診票
の交付を受けましょう。
　なお、妊婦健診は妊婦の健
康や、お 腹 の赤ちゃんの発育

なか

状況を見るための大切な健診
です。医療機関などで定期的
に健診を受けましょう。

������������� 受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診のののののののののののの目目目目目目目目目目目目安安安安安安安安安安安安受診の目安 �������������������������������������������������������������������������������������������

　妊娠初期～妊娠23週　４週間に１回
　妊娠24週～妊娠35週　２週間に１回
　妊娠36週～分娩まで　１週間に１回
※腹痛や出血等異常を感じたら、随時受診し
てください。
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対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木７

一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談
月11

一般郡家保健センター９：30～11：00心と体の健康相談

一般八東保健センター14：00～15：00いきいき元気倶楽部火12

一般船岡保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水13

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木14

一般郡家保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月18 一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室

一般郡 家 地 域９：00～16：10献 血

H20.10.１～H20.11.５生まれ郡家保健センター受付  12：45～13：00６ か 月 児 健 診火19

一般八東保健センター �� 10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木21

H16.４.２～H16.５.６生まれ郡家保健センター �� 12：50～13：30５ 歳 児 健 診

H21.２.25～H21.３.22生まれ郡家保健センター９：30～11：30育 児 相 談金22

一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談
月25

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室

一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水27

一般八東保健センター10：45 ～11：30水 中 運 動 教 室
木28

H19.10.７～Ｈ19.11.21生まれ郡家保健センター受付  12：30～12：451歳６か月児健診

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血液液液液液液液液液液液液液液液液液液液液セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 鳥取県赤十字血液センター
ががががががががががががががががががががリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン    がリニューアルオープン 

　鳥取県赤十字血液センターが３月22日に

リニューアルオープンしました。

　採血用のベッドが増えましたので、待ち時

間が少なくなりました。

　また、献血者ロビー（待合室）が広く、快

適になり、さらに、インターネットや携帯電

話充電器も整備されましたので、待ち時間に

利用できるようになりました。

　これまで以上にみなさまのご協力をお願

いします。

妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数がががががががががががががががががががが 妊婦健診助成回数が
 ������������������������������������������������������������������������������������ 1111111111111111111144444444444444444444 14回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回ににににににににににににににににににににななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！回になりました！
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八
東
隣
保
館

　

八
東
隣
保
館
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
の
大
切
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
頂
き
人
権
感
覚
を

磨
い
て
頂
く
よ
う
平
成　

年
度

20

に
人
権
塾
を
４
回
開
催
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
は
、　

月
１
日
（
水
）

10

に
部
落
解
放
同
盟
八
頭
町
協
議

会
議
長　

森
下
冷
蔵
さ
ん
の

「
部
落
差
別
解
消
へ
の
取
組
み

と
八
頭
町
の
現
状
」
と
題
し
て

講
演
を
開
催
し
、「
部
落
差
別

を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別

と
偏
見
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
人
権
尊
重
と
い
う
視
点

の
啓
発
の
た
め
に
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
、
八
頭
町

部
落
差
別
撤
廃
条
例
や
人
権
擁

護
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
同

和
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
町

行
政
の
責
務
で
あ
り
町
民
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。」と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　

　

第
２
回
は
、　

月　

日
（
火
）

10

21

に
鳥
取
県
隣
保
館
連
絡
協
議
会

事
務
局
長　

前
田
伸
一
さ
ん
の

「
自
分
自
身
の
意
識
改
革
」と
い

う
こ
と
で
自
分
の
経
験
談
を
題

材
に
「
同
和
問
題
を
他
人
事
だ

と
思
わ
ず
に
何
事
も
自
分
自
身

に
置
き
換
え
て
考
え
、
理
屈
よ

り
行
動
、
実
行
が
大
切
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　

第
３
回
は
、　

月　

日
（
月
）

11

17

に
、
鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
専
任
研
究
員　

尾
崎
真
理

子
さ
ん
の
「
暮
ら
し
の
中
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
題
し
て
参
加

型
学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
グ
ル
ー
プ
内
で
司
会
、
記

録
、
発
表
の
役
割
分
担
を
決

め
、
質
問
に
対
し
、
話
し
合
い
、

回
答
を
全
体
会
で
報
告
す
る
と

い
う
学
習
会
で
し
た
。「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
、
通
常
の

人
の
感
受
性
を
基
準
に
考
え
た

と
き
、
限
界
を
超
え
た
侵
害
が

重
い
と
き
に
個
人
を
侵
害
す

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

第
４
回
は
、
鳥
取
県
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員　

松

田
章
義
さ
ん
の
「
子
ど
も
の
叫

び　

聞
こ
え
ま
す
か　

〜
子
ど

も
の
人
権
と
大
人
の
役
割
〜
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、「
現

代
の
子
ど
も
は
親
子
の
絆
は

年
々
希
薄
に
な
っ
て
お
り
、
競

争
社
会
並
び
に
過
干
渉
な
ど
子

ど
も
の
ス
ト
レ
ス
は
過
重
に
な

り
精
神
崩
壊
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
存
在
を
認
め
、
誉
め
る
、

肯
定
す
る
教
育
を
す
る
よ
う
心

が
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　　
　
　

　

昨
年
同
様
に
今
年
度
も
人
権

塾
を
開
催
し
、
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
学
び
学
習
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
講
演
の
内
容

や
講
師
の
方
の
ご
要
望
や
意
見

が
あ
り
ま
し
た
ら
八
東
隣
保
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
「
み
ん
な
で

 
�
� 
学
ぼ
う
人
権
塾
」

―
平
成　

年
度

20

　
　

隣
保
館
事
業
に
つ
い
て
―

��������	��������	

��������	

��������	
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郡
家
隣
保
館

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

郡
家
地
域
小
・
中
学
校
新
着
任
職
員
研
修
会
を
開
催

　

郡
家
地
域
小
・
中
学
校
新
着
任
職
員
研
修
会
を
開
催

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

４
月　

日
（
火
）、
郡
家
隣
保

14

館
で
郡
家
地
域
小
・
中
学
校
新

着
任
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
水
本
隣
保
館
長
が
、

「
学
校
で
の
人
権
教
育
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
平
成　

年
に
３

17

町
が
合
併
し
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
差
別
や
偏
見
は
、

今
も
な
お
根
強
く
残
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

今
日
で
は
、
人
権
問
題
、
同

和
問
題
に
関
し
て
意
識
の
高
い

町
民
の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、
学
習
会
、
研
修
会
の
場
で

知
識
は
十
分
あ
っ
て
も
、
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
出
来
る
人
を
も
っ
と
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

自
治
体
も
町
民
も
差
別
解
消

の
取
り
組
み
を
一
生
懸
命
や
っ

て
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
の

思
い
や
地
域
の
保
護
者
の
願
い

も
汲
み
取
り
、
人
権
教
育
に
か

か
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　

部
落
問
題
は
、
命
の
問
題
で

す
。

　

学
校
の
先
生
も
、
自
分
自
身

の
体
験
を
是
非
語
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

生
徒
達
も
自
分

自
身
の
問
題
と

し
て
、
と
ら
え

る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　

　

同
和
教
育

は
、
原
因
や
背

景
を
探
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

そ

し

て
、
理

論
、
理
屈
よ
り

行
動
し
て
い
く

こ
と
が
理
解
を

早
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権

問
題
は
、
多
く

の
人
に
理
解
し

や
す
い
言
葉
で

伝
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

て
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
経
験
、
知
識
を
基
に
部
落
問

題
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

て
学
校
も
地
域
も
連
携
し
て
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
強
く
語
り
研
修
を
終
え

ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
児
童
厚
生
員
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
福
田

み
ど
り
で
す
。

　

子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
の

方
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
、
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
、

伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
中
で
、
友
達

と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
主

体
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々

な
事
業
を
計
画
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
子
の
笑
顔
の
た
め
に
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。沢
山
の

人
と
の
交
流
を
持
ち
、
明
る
く

楽
し
い
児
童
館
に
な
る
よ
う
に

精
一
杯
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

��������	
�

船
岡
地
域
児
童
館
の

船
岡
地
域
児
童
館
の

新
任
職
員
紹
介

　
　

新
任
職
員
紹
介

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
新
し
く

図
書
を
購
入
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

①
三
国
連
太
郎
・

　

沖
浦
和
光
対
話（
上
・
下
）

② 
鬼  
哭  
啾  
啾 

き 
こ
く 
し
ゅ
う 
し
ゅ
う

③
朝
鮮
侵
略
と
強
制
連
行

④
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

死
刑
と
人
権

⑤
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

高
齢
者
の
人
権
一
問
一
答

⑥
と
っ
て
も
ラ
ン
チ

⑦
絵
本

　

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
の
歴
史

⑧
水
平
社
宣
言
・
解
放
歌

⑨
カ
ム
イ
伝
講
義

⑩
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と

　

全
国
水
平
社

⑪
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
演
説
集

⑫
あ
っ

⑬
日
本
の
お
話
セ
ッ
ト

⑭
住
井
す
ゑ
と
の
絵
本

　

全
５
巻
セ
ッ
ト

　

他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

購
入
図
書
紹
介

購
入
図
書
紹
介

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����
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船船船船船船船船船船船船船船船船
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
山山山山山山山山山山山山山山山山
野野野野野野野野野野野野野野野野
草草草草草草草草草草草草草草草草
展展展展展展展展展展展展展展展展
とととととととととととととととと
現現現現現現現現現現現現現現現現
地地地地地地地地地地地地地地地地
研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせ

　

船
岡
山
野
草
展
と
現
地
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

船
岡
山
野
草
同
好
会
で
は
、
本
年
も
次

の
日
程
で
「
山
野
草
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
、
即
売
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
氷
ノ
山
で
現
地
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
新
緑
の
山
で
山
野
草
を
探
し
て���������	


み
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

�
山
野
草
展

��

�　

５
月
９
日
（
土
）
９
時
〜　

時
17

　
　
　
　

５
月　

日
（
日
）
９
時
〜　

時

10

16

��

�　

船
岡
公
民
館　

大
集
会
室

�
現
地
研
修
会

��

�　

５
月　

日
（
金
）
９
時
出
発

22

��

�　

氷
ノ
山
（
若
桜
町
）

��

�　

５
月　

日
（
月
）
ま
で
に
船
岡

18

　
　
　
　

公
民
館
へ
。
先
着　

名
。

23

�
�
�　

無
料

　
　
　
　
（
弁
当
・
お
茶
等
は
各
自
持
参
）

子供シアター

★５月16日（土）

　10:00～12:00

○トムとジェリー

 「サーフィンに 挑  戦 」他２
ちょう せん

○ポケットモンスター

 「 七  夜 の願い星」
なな よ

��������	

���������

■ 船岡公民館活動グループ

活動時間活動日グループ名活動時間活動日グループ名

13:00～17:00毎月第３水曜日船岡短歌会19:30～21:30毎週月曜日日本 吟  翔 会
ぎん しょう

船岡支部（詩吟）

19:30～21:00毎月20日写友ふなおか（写真）13:30～15:30毎月第３月曜日いづみ俳句会

19:00～21:30毎月第２・４木曜日船岡陶芸クラブ19:30～21:00毎週木曜日船岡コーラス
さざんか

13:30～15:30毎月第１木曜日船岡太極拳教室19:30～21:30毎週金曜日せせらぎ歌謡会
（カラオケ）

19:30～21:00毎月第２土曜日大江謡曲教室13:00～17:00毎週土曜日囲碁同好会

５月展示・現地研修船岡山野草同好会

※詳細につきましては、船岡公民館（� 72－0085）へお問い合わせください。

各公民館活動グループ“会員募集”
　各公民館では、自主的に取り組むグループに活動の場を提供しています。参加してみたい方は、

公民館ごとのグループ紹介一覧をご確認いただき、各公民館へお問い合わせください。

　また、詳しい内容を知りたい、体験・見学等の希望、新しいグループをつくりたいなどありまし

たら、お気軽にご相談ください。
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■ 郡家公民館利用グループ

活動時間活動日グループ名活動時間活動日グループ名

14:00～18:00毎週土曜日子ども日本舞踊教室13:00～18:00毎月　第１・３・
５土曜日郡家囲碁同好会

13:30～16:30毎月第３土曜日郡家川柳会20:00～21:00毎週土曜日エアロビクス同好会

9:00～11:30毎月第２・４金曜日大正琴同好会12:30～15:00毎月２～３回いきいきシルバー
（カラオケ）

13:30～16:30毎月第２・４土曜日 琴  城  流 大正琴
きん じょう りゅう

白百合会
19:30～21:30毎月第２・４木曜日郡家カラオケ同好会

13:00～16:30毎月第２木曜日郡家短歌会19:00～22:00随　時リズムッ子クラブ
（カラオケ）

9:00～12:00毎月第２木曜日ちぎり絵同好会14:00～15:30毎週金曜日コール山びこ
（コーラス）

随　時陶芸部10:00～12:00毎月第２・４水曜日ひまわりコーラス

随　時さつき盆栽同好会20:00～21:30
15:00～17:00

毎週火曜日
毎月第1・3土曜日３Ｂ体操

随　時菊花同好会13:00～17:00毎週月曜日 藤  三 会（舞踊）
ふじ み

随　時八頭町洋ラン友の会9:00～14:00毎月１・３火曜日お茶グループ

随　時郡家謡曲研究会19:00～21:00毎週木曜日八頭尺八同好会

9:30～11:00毎週火曜日ヨーガ9:00～12:00毎週日曜日将棋同好会

9:00～14:00毎月第２火曜日つくしのグループ
（料理）19:30～21:30毎月第２・４火曜日書道教室（一般）

13:30～15:00毎月第１火曜日太極拳13:30～15:00毎週土曜日書道教室
（小・中学生）

※詳細につきましては、郡家公民館（�72－3113）へお問い合わせください。

■ 八東公民館活動グループ

場所活動時間活動日グループ名

公13:30～17:00毎週月曜日絵画グループ

丹公13:00～17:00毎週火曜日たちばなの会
(池坊生花)

公９:00～12:00水曜日に月３回書道親和会

安公10:00～12:00第１・３火曜日絵はがきグループ

公13:00～17:00第１・３水曜日日本吟翔会八東支部

安公13:30～15:30第１・３月曜日日本吟翔会安部支部

若20:00～21:30毎週水曜日太極拳

公15:30～18:00毎週木曜日小原流生花グループ

公20:00～22:00毎週木曜日楽笑会
(三味線･民謡)

場所活動時間活動日グループ名

公10:00～12:00第２・４金曜日墨彩画

公19:30～22:00毎週金曜日カラオケ同好会

公13:00～18:00土曜日に月３回翠筆会(書道)

安公13:00～17:00第４土曜日囲碁を楽しむ会

公13:30～17:00毎週土曜日八東棋友会(囲碁)

丹公9:30～17:00第１・４土曜日八東茶道クラブ
(裏千家)

公18:00～22:00毎週土・日曜日寿　会
(三味線･民謡)

公18:00～22:00毎週日曜日寿瑞子会
(子どもの三味線)

公9:00～17:00毎週日曜日八東やきもの会

公 随　時花はっとう
(花づくり)

※場所欄の『公』は八東公民館、『丹公』は丹比地区公民館、『若』は若者体育館、『安公』は安部地区公民館です。
※詳細につきましては、八東公民館（�84－3001）へお問い合わせください。
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八東図書室

１ PHPによるＷｅｂアプリケーション�� 西沢直木

２ るるぶ‘09大阪ベストセレクト�����ＪＴＢ

３ 食いしばるために、奥歯はあるんだぜ！ 大條充能

４ 思考の整理学����������� 外山滋比古

５ 妖怪アパートの幽雅な日常 10����香月日輪

６ なんじゃもんじゃはかせのおべんとう� 長 新太

郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

５月のカレンダー
土金木水火月日

２１

９８７６５４３

16151413121110

23222120191817

30292827262524

31

休館日 開館時間 10：00～18：00

開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：：：555555555555////////////111111111111開催期間：5/1（（（（（（（（（（（（金金金金金金金金金金金金））））））））））））～～～～～～～～～～～～555555555555////////////333333333333111111111111((((((((((((日日日日日日日日日日日日))))))))))))（金）～5/31(日)
プレゼント引き換え期間：5/1(金)～6/21（日）　

〔ただし6/8（月）～6/12（金）は特別整理期間の

ため図書館・図書室は休館します〕

コース�３歳～６歳

　　　�小学校１～３年生

　　　�小学校４～６年生

※開催期間中に、指定の本を６冊読み終えたら、

すてきなプレゼントをさしあげます。

※大人（中高生）の方も参加できます。この機会

に懐かしい名作に親しんでみませんか？保護者

の方は、お子さんと一緒にチャレンジされるの

も楽しいかもしれませんよ。

八東図書室船岡図書室郡家図書館

5月10日（日）
15:00～16:00

5月27日（水）
16:00～16:30

5月27日（水）
16：00～16：30

毎週土曜日3：00～
5月  2日 2～3才
5月  9日 4才～1年生
5月16日 2年生～
5月23日 かがくあそび

日にち
時　間

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館
１ 英雄の書 上・下��������� 宮部みゆき

２ 少女���������������� 湊かなえ

３ 冬桜ノ雀（居眠り磐音江戸双紙29）�� 佐伯泰英

４ 教員免許更新制を問う������� 今津孝次郎

５ デモナータ 8���������ダレン・シャン

６ やさいノート��������� いわさゆうこ

船岡図書室

１ 写真集 天皇皇后ご成婚５０年��� 祈りきませり

２ 三匹のおっさん����������� 有川 浩

３ 天地人 上・中・下��������� 火坂雅志

４ 花のくすだま����������� 久保満里子

５ 感染列島 パンデミック・イブ���� 吉村達也

６ 風の王国 砂の迷宮�������� 毛利志生子

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
������
土曜３：００～、週毎に対象年齢別のおはなし会を

行います。お待ちしてます！

�第１土曜　２～３才　　　　　　

�第２土曜　４才～１年生

�第３土曜　２年生～

�第４土曜　小学生かがく・あそび

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももも読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおははははははははははははははははははははななななななななななななななななななななしししししししししししししししししししし会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会子ども読書週間おはなし会（八東図書室）
日時：５/10（日）

　　　午後３：００～４：００

場所：八東図書室

　　　（山村開発センター）

　　　２階　婦人研修室

内容：♪ストーリーテリング

　　　♪わらべうた

　　　♪かみしばい

　　　♪パネルシアター　ほか

　わらべうたを歌いながら体を動かしたり、楽し

い紙芝居の世界に遊びにいったりしませんか？

赤ちゃんから
ご年配の方ま
で、どなたで
も参加できま
す。無料で申
込みの必要も
ありません。
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私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ

れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人

が
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
事
が

出
来
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

な
か
で
も
、
命
に
か
か
わ

り
、
急
を
要
す
る
の
は
呼
吸
と

心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
脳
卒
中
な
ど
病
気
が

原
因
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
溺

れ
た
り
、
喉
を
詰
ま
ら
せ
た

り
、
あ
る
い
は
、
け
が
で
大
出

血
し
た
場
合
も
何
も
し
な
け
れ

ば
、
や
が
て
は
呼
吸
と
心
臓
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
時
の
応
急
手
当

（
救
命
処
置
）
は
、
救
急
車
が
到

着
し
救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
ま

で
の
間
、
心
肺
蘇
生
法
を
行

い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
知

で
す
か
？
心
臓
が
け
い
れ
ん

し
、
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能

を
失
っ
た
状
態
（
心
室
細
動
）

に
な
っ
た
時
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
に
で
も
簡
単
に

確
実
に
操
作
が
で
き
、
満
一
歳

の
子
ど
も
以
上
を
対
象
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
目

に
す
る
機
会
は
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
言
葉
自
体

浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

八
頭
町
は
有
事
に
備
え
て
役

場
各
庁
舎
、
保
育
所
、
小
・
中

学
校
、
公
民
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
町
消
防
団
消
防
車
庫
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と

で
、
も
し
も
の
時
、
今
ま
で
は

救
え
な
か
っ
た
大
切
な
尊
い
命

が
救
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

人
の
命
を
救
う
に
は
、「
早

い
一
一
九
番
通
報
」「
早
い
応
急

手
当
」「
早
い
救
急
処
置
」「
早

い
救
命
医
療
」
を
う
ま
く
つ
な

げ
て
い
く
「
救
命
リ
レ
ー
」
が

大
切
で
す
。
救
命
リ
レ
ー
の
ど

れ
か
一
つ
が
欠
け
て
も
、
命
を

救
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
二
つ
は
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ

た
人
、
つ
ま
り
、「
あ
な
た
」
の

手
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。「
あ

な
た
」
が
一
一
九
番
通
報
し
、

応
急
手
当
を
始
め
る
こ
と
で
、

大
切
な
命
の
リ
レ
ー
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
の
心
構
え
も

な
く
、
突
然
目
の
前
で
人
が
倒

れ
た
ら
、
戸
惑
う
の
は
当
然
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
戸
惑
わ

な
い
た
め
に
も
、
一
度
、
応
急

手
当
講
習
で
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
「
知
る
こ
と
」「
伝
え
る
こ
と
」

「
勇
気
を
出
し
て
行
動
す
る
こ

と
」「
繋
が
る
こ
と
」
で
人
の
命

を
救
う
た
め
の
手
助
け
は
誰
に

で
も
で
き
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
は
人
権

感
覚
を
磨
く
こ
と
で
も
あ
る
の

で
す
。

　

自
分
の
命
も
他
の
人
の
命
も

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
、
そ
れ
を
態
度
や
行
動
に
移

す
こ
と
が
人
権
尊
重
な
の
で

す
。

　青少年健全育成八頭町民会議では、毎月“８”のつ
く日を「やずっこの日」とし、「あいさつ運動」と
「生活リズム向上運動」の推進に取り組んでいます。
　元気のいいあいさつはみんなの心を明るくしま
す！声をかけ合ってあいさつ運動の輪を広げていき
ましょう！
　また、健康で元気よく毎日を過ごすためには基本
的生活習慣を身に付けることが大切です。そのため
には「朝ごはんをきちんと食べているか」、「テレビを
見る時間を決めているか」というように自分の生活リ
ズムを見直すことが必要です。
　毎月３回の「やずっこの日」
を自分の生活を振り返る日と
し、家族のみんなで話し合い
ながら、お互いの生活リズム
を点検し合ってみましょう！

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　人権擁護委員法が施行された６月１日を「人権

擁護委員の日」と定め、人権擁護委員がみなさん

の相談に応じる存在として各市町に配置されてい

ることを伝えるとともに、人権尊重の大切さを呼

びかけています。

　なお、次のとおり特設人権相談所が開設されま

す。相談は無料で、秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。

���　６月１日（月）午後１時～４時

���　〔郡家地域〕郡家老人福祉センター
　　　　〔船岡地域〕船岡公民館
　　　　〔八東地域〕丹比地区公民館

����　企画人権課
　　　　　��������
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　平成21年５月11日（月）

（※申請書は毎月25日までに提出してください。

　  翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】

�� � ����������������������

��������	
���������������

��������	
���������������

��������	
����������	
�

　１． 農地法の規定による許可申請

　　　（所有権移転　３件、使用貸借　１件、

　　　 転用　４件）

　２．農用地利用集積計画の決定

　　　（使用貸借・賃貸借　　27件）

　○　報告事項

　　�合意解約　　６件

　現況届は、農業者年金を受給するために必要な

毎年の手続きです。

�現況届が届く時期は5月下旬

　現況届の用紙は、農業者年金基金から本人あて

に５月末日頃直接送付されます。

�現況届の提出は6月中に役場へ

　６月１日（月）から６月30日（火）までに下記

のいずれかへ提出してください。

　提出先　八頭町役場　本庁舎　産業課

　　　　　船岡支所　　産業建設課

　　　　　八東支所　　農業委員会事務局

◎受給者本人が署名・記入することが困難な場合

は、代理人（親族等）が署名・記入を行ってく

ださい。

◎死亡や住所変更をされている場合は、農業委員

会事務局（�84-1227）へご連絡ください。

���������	
�����������

��������	
����������

�������

①元気で意欲ある農業者や営農集団等が行

う、創意工夫を生かした取り組みに対し、

農業者等の作成したプラン（営農の計画等）

に基づいた効果的な支援を行う。 

����������	


①現場農家等の多様なニーズへの対応（一定

の事業実施要件、事業メニューを撤廃） 

②農業者等自らが経営目標等の実現のための

プランの作成（目標値の設定） 

③県と町が協力した支援（補助率 1/2）

��������

次の原則をすべて満たすもの。

①プランに掲げた目標達成に向け、事業主体

（農業者等）自らが主体的に本気で取り組む

姿勢を有していること。

②プランに掲げた目標が具体的で、かつ、実

現可能なこと。

③プランの実行により、地域農業の振興、地

域の活性化にメリットがあること。

④プランの実行においては、関係機関の役割

分担が明確であり、特に行政による支援の

対象は、支援がなければプランの実現が困

難と認められるものであること。

⑤機械の更新等現状維持にとどまるものでな

いこと。

　詳しくは、役場産業課（�76-0208）へ。

現況届は現況届は
6月30日までに提出を  6月30日までに提出を

農業者年金受給者の皆様へ

Information

初心者向け西条柿栽培講習会

　西条柿の生産者確保を目的に、西条柿の栽

培技術を中心とした講習会を開催します。

応募期限　５月30日まで

募集人員　10名程度

研修会場　八頭町内

開催日程　第１回目　６月下旬

　　　　　（以降、５回程度予定）

受講要件　今後、西条柿の生産者として、栽

培・出荷に取り組む意志のある方

問い合せ　八頭農業改良普及所  �72-3841
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Information

日　　時　５月31日（日）10：00～16：00

日　　程　９：30～　受付
　　　　　10：00～　開会式
　　　　　10：20～　コース説明、準備運動
　　　　　10：30～　姫路公園スタート
　　　　　13：00頃　頂上到着予定
　　　　　14：00～　下山開始
　　　　　16：00頃　姫路公園到着
　　　　　　　　　　（山菜汁のサービス）
集合場所　八頭町安徳の里姫路公園

参加資格　健康な方であればどなたでも

参 加 費　200円（保険料、登山証明書等の
費用として）

申し込み　八頭町観光協会事務局
　　　　　（役場産業課内）
　　　　　��������������	�����
そ の 他　登山に適した服装で参加。
　　　　　昼食、飲み物は各自が持参。
※当日の受付も行いますが、保険加入のため
事前に申し込みください。

　鳥取県しいたけ品評会は、原木しいたけの
生産技術・品質の向上を目指すと共に、原木
しいたけの認知を高め、消費拡大を図ること
を目的に開催されています。
���　５月24日（日）10：00～15：00
���　JA鳥取いなば本店(湖山町東５丁目)
詳しくは、しいたけ品評会本部（全農鳥取県
本部�0857-27-2735）へ。

　平成22年３月大学等卒業予定者、卒業後
未就職者及び一般求職者を対象に、企業から
会社概要・求人内容の説明等が受けられます。

����　５月14日（木）13：00～16：30
　　　　　（受付時間12：00～16：00）

����　鳥取産業体育館(鳥取市天神町50-2）
　詳しくは、(財)ふるさと鳥取県定住機構の
ホームページをご覧になるか、(財)ふるさと
鳥取県定住機構�0857-24-4740又はとっ
とり若者仕事ぷらざ�0857-36-4510へ。



ＡＥＤを32台購入

救命講習会　受講者募集
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　八頭町では、このたびＡＥＤ（自動体外式

除細動器）を32台購入しました。これまで

は、各保健センター、中学校のみの設置でし

たが、新たに各庁舎、小学校、保育所、公民館

（基幹公民館のみ）、消防車庫に設置しました。

　これにより、救急救命活動の充実が図られ

ます。

　ＡＥＤは、全国的に導入が進んでいます

が、八頭町としても今後、設置施設を増やし

ていく予定です。

　東部消防局で、定期的に救命講習会（無料）

が行われています。個人でも、２～３人のお友

達同士でも大丈夫です。　　

　大切な「命」を救うため、心肺蘇生法、ＡＥＤ

の使用方法を身に付けてください。

1 実施場所
　東部消防局（鳥取市吉成640-1）

2 実施日及び担当所属署

3 実施内容
　普通救命講習Ⅰ（３時間）を実施し、修了証

を発行します。

4 問い合せ先
　　東部消防局　警防課　

　　� (0857)23-2303・2301

��������	
����

��������

八頭消防署  5月10日(日)13:00～

岩美消防署  7月12日(日)13:00～

東部医師会と共催  9月12日(土)14:00～

湖山消防署11月15日(日)13:00～

気高消防署  1月17日(日)13:00～

鳥取消防署  3月  7日(日)13:00～

町長交際費のお知らせ
　平成21年１月から３月までの町長交際費

は次のとおりでしたのでお知らせします。

�����  　　　　　 （円）
支出額内　　容月

20,000香典（２件）１月

12,600花輪（２件）〃

3,780私都養殖漁業組合総会お祝い２月

3,780ＪＡ八東果実部総会お祝い〃

3,780船岡地域農業者年金友の会総会お祝い〃

3,580年金者連盟郡家分会総会お祝い〃

10,000鳥取県ファンの集い　景品〃

3,266ＪＡ八東柿生産部総会お祝い３月

3,780いなば新水園総会お祝い〃

3,780郡家地域農業者年金受給者友の会総会お祝い〃

3,780笑道谷生産組合定期総会お祝い〃

3,266ＪＡ郡家果実部総会お祝い〃

10,000香典（１件）〃

3,266ＪＡ郡家柿生産部総会お祝い〃

　香典、花輪については、「八頭町弔事に関する要綱」

（平成17年３月31日告示第２号）によるものです。

春の行政相談週間

5/18（月）～5/24（日）
　総務省では、行政相談・行政相談委員制度

をより多くの方に知っていただき、利用して

いただくために、毎年「春の行政相談週間」

を実施しています。

　みなさんの身の回りで、役所の仕事や手

続、サービスなどでお困りの場合は、行政相

談委員にご相談ください。相談は無料で秘密

は固く守られます。

　○苦情がある、困っていることがある

　○苦情を申し出たが、説明や措置などに納

得がいかない

　○制度や仕組みが分からない

行政相談所を開設します

������　情報政策室　�76-0210

��������

郡家老人福祉センター

船岡公民館

丹比地区公民館

5月18日（月）

13:30～

16:00



催眠（ＳＦ）商法にご注意
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世帯数　　5,876世帯 （＋11）    
総人口　19,620人  （－32）    
　　男　 9,466人 � （－２）    
　　女　10,154人  （－30）    

八頭町の
世帯数と人口

４月１日現在
（　　）内は前月比

Information

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

95歳(下　町)石井　久雄3月17日

77歳(下　野)林　　和里18日

88歳(郡家中区)山口勘一郎22日

86歳(西　谷)木下　君野26日

82歳(麻　生)田中伊佐夫29日

74歳(橋　本)大谷　　守30日

86歳(下津黒)衣笠　竹久31日

94歳(　東　)北本　�惠31日

83歳 (日　田)森岡　英夫4月２日

75歳(上　野)小川　�江3日

79歳(新　庄)山根義太郎8日

104歳  (野　町)中村　義藏8日

78歳 (　南　)杉原　玉惠9日

76歳(徳　丸)山根　一也10日

ひとのうごき　平成２１年4月１０日届出現在  （敬称略）

● 事例 
　ある日、駅前を歩いていると、見慣れない
スーツ姿の若い男性に呼び止められた。
　「新しく店を出すことになった。宣伝のた
め、いろんな商品を無料で配るから来てほし
い」としつこく誘われたので、案内されるま
ま仮設店舗に入った。
　会場では、日用品が次々と無料で配られ、
次第に雰囲気が興奮に包まれていった。
　最後に特別価格で提供するといって、業者
が温熱治療器をしきりに勧めた。
　その場の雰囲気に飲まれて契約してしまっ
たが、自宅に帰り、冷静になってみると不要
なので、解約して返金してほしい。

● アドバイス 
　これはいわゆる催眠（ＳＦ）商法といわれ
る事例です。
　販売員が街頭で呼び止める、自宅を訪問す
るなどして、主婦や高齢者を会場に集め、日
用品などを次々と無料で配り、熱狂的な雰囲
気を作り出します。
　最終的には布団や医療器具などを売りつけ
� ������������������������������������

るのが主な手口です。
� ������������������

���������	
��

　最初にきっぱりと断りましょう。
� ���������������������������

　会場に行くと高額な商品を買わされたり、
商品を購入するまで、会場から帰らせてもら
えなくなったりする恐れがあります。
����������	


　クーリング・オフすることができます。
� ���������������������������������

　契約書面が交付された日を含めて８日以内
であれば、クーリング・オフ（無条件解除）
することができます。
������　情報政策室　�76-0210

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

　淳　・裕　子(　南　)橋本　 将  汰 
しょう た

３月11日

琢　磨・裕　美(郡家東区)山本　　 祈 
いのり

12日

晃　令・恭　子(南ヶ丘)小杉　 �  心 
あ み

12日

和　広・晃　子(フローラル)西田　 百  愛 
も あ

13日

直　幸・やよい(郡家中区)安藤ほのか13日

　聡　・多　世(大　門)山根　 唯  夢 
ゆ め

16日

修　一・　泉　(下峰寺)川瀬　 彩  郁 
あや か

28日

固 定 資 産 税（第1期分)
自 動 車 税（県 税)

完納にご協力をお願いします

の納付月です

5月は…

有
料
広
告

有料広告を募集
　このスペースに、企業や事業所、商店の広
告を掲載してみませんか？

１枠（4.5㎝×8.0㎝）5,000円/月
　詳しくは、情報政策室（� 76-0210）へ
お問い合わせください。
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男女共同参画啓発シリーズ◯３６ 

女性も法律に強くなろう
　近年、女性からの法律相談で「現在住んでい
る土地・建物などの遺産は、嫁である私に相続
する権利はありますか？」などの相談が多く寄
せられています。この場合、残念ながら嫁であ
るこの女性に相続する権利がないケースが多い
のが現状です。
　対処の方法としては、義父母と養子縁組をす
るか遺言を残しておくなどの方法があります。
　日本では、男性が婿養子にいく場合には女性
の親と養子縁組をするケースは多くみられます
が、女性が嫁にいく場合は、養子縁組を行う
ケースは稀なようです。
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　八頭町の産業のＰＲや情報発信などを目的に、
平成21年４月１日に「八頭町関西事務所」を開設
しました。
����　八頭町関西事務所（所長　矢部雅彦）
　���　大阪市北区梅田1-1-3-2200　
　　　　　大阪駅前第３ビル22階 鳥取県関西本部内
　���　090-1688-0308（公用携帯）
　���　06-6341-3972
　 ������　kansai-yazu@opal.ocn.ne.jp

　八頭町と韓国 横  城 郡は、平成17年12月に交流
フェン ソン

協定を締結し、様 な々分野で交流していますが、交
流事業の一環として行政派遣研修生の相互派遣事
業を行っています。
　今年度は、韓国 横  城 郡庁から、朴　成男（パク・

フェン ソン

ソンナム）さんが、八頭町からは、田中健滋さんが、
平成22年２月までの10か月間、相互派遣されます。
　朴　成男（パク・ソンナム）さんは、八頭町になっ
てから４人目の研修生となります。地域のイベント等
にも積極的に参加しますので、皆さんも気軽に声を
かけていただきますようよろしくお願いします。

ようこそ���������������������������������������������������������������へ

名　前　朴　成男（パク・ソンナム）

所　属　 横  城 郡庁総合民願室
フェン ソン

抱　負　2005年に旧八東町で
行われたスポーツ交流で日本を
訪れました。３日間という短い滞
在期間でしたが、いろんなことを

感じ、たくさんの友人が出来ました。
　ずっと「八頭町に行きたい。」という思いを抱いてい
ました。今年研修生として来ることが出来て、とてもう
れしく思っています。
　八頭町の行政を学ぶとともに、多くの方に韓国の文
化をたくさん知ってもらいたいと思っています。10か
月間どうぞよろしくお願いします。

いってらっしゃい���������������������������������������������������������������へ

名　前　田中　健滋

所　属　総務課　主事

抱　負　４月７日から韓国横
城郡での10か月間の研修が始
まりました。
　研修生として、韓国の様々

なことを学習したいと思います。特に文化面は日
本と似ているところ、違っているところがあると
思います。研修中に見たこと、体験したことを八頭
町の皆様にお伝えしていきたいと思います。八頭町と
横城郡の交流の更なる充実のため頑張ります。

フェン ソン


